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１ はじめに 

 

図面が意図する要求事項を生産現場の創意工夫によ

って解決していることも事実である．図面は描くだけ

でなく，図面を使う人に理解し易く，合理的に加工で

きる図面を描くことが大切である． 

本報は，筐体構造の製品と機構システムを含む設

計・生産を主業務としている中規模企業の設計者・設

計サポータとの教育に伴うフリートーキングで話題に

なった事項を基に生産製図で起こる３ＤＣＡＤおよび

図面ミスを起こさないための方策について述べる． 

 

２ 対象者の設計能力と業務レベル・操作能力 

 

2018 年 7 月に，Ｍ企業から「主な製品は３ＤＣ

ＡＤで設計業務を行っているが，その他にも２次

元の図面も業務に欠かせない状況である．しかも，

図面が理解できない社員もいるので，機械製図の

講義と演習を連続４日間で行い，ある程度の図面

が読めるように教育指導を行うよう」依頼された．

ここで主な業務を明確にすることは，企業マル秘

になることから詳細は記さないことにした． 

対象社員１２名の３ＤＣＡＤの設計能力と業務レベ

ル・操作能力は次の通りである（経験年数に関わらず）． 

◇ランク：Ｅ１＝３名，設計能力：設計サポータⅢ，

業務レベル：設計者の指示に従い作図作業ができる．

ＣＡＤ操作能力：ＣＡＤのコマンドを理解している． 

◇ランク：Ｅ２＝２名，設計能力：設計サポータⅡ，

業務レベル：図面検討ができ，部品図作成や設計変更

業務を行うことができる．ＣＡＤ操作能力：ＣＡＤの

コマンドを理解し，機械製図の基礎知識や材料の知識

を修得している． 

◇ランク：Ｅ３＝３名，設計能力：設計サポータⅠ，

業務レベル：図面検討ができ，組立図から部品図の製

図ができる．製品不具合について設計者に改善提案が

できる．ＣＡＤ操作能力：ＣＡＤコマンドを理解し，

製品材料，構造を理解している． 
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◇ランク：ＭＥ３＝４名，設計能力：設計者Ⅱ，業務

レベル：構造計画や機構検討ができ，不具合対策につ

いて提案できる．設計サポータに対し適切な指示をだ

すことができる．ＣＡＤ操作能力：ＣＡＤ３年以上で

関連部品を理解した設計ができる． 

 社員の経歴：理工学部卒業７名，高等専門学校卒業

３名，専門学校（機械系）卒業２名 

 

３ 機械製図の講義・演習の一例 

 

 講義・演習内容の充実化を目的に業務終了後の時間

帯に延べ５日間の事前打ち合わせを実施した．その際

のフランクな会話で気になった内容の一部を記す． 

・図面を読めるようになるには何を勉強すればよいの 

でしょう． 

・機械製図において，最初に中心線を引かなければな 

らない理由を教えて下さい．特に手描き（フリーハ 

ンド）の場合でも，中心線を最初に描く利点が知り 

たいです． 

・組立図でも部品図でも必ず基準面を明確にしなさい 

と言われますが． 

・図面とは，情報伝達の手段であるので正確に伝わり 

さえすれば良いのでしょう． 

3.1 講義 

講義（演習）の充実化のためと受講者のレベルを確

認するために，次の内容の問題を配布し解答を求めた

（一部分のみ．図例，参考資料は省略）． 

指示に従って解答してください．  

１）線・補助投影図 

Ｑ①次のＡ～Ｄはどんな線を用いればよいか．用途に 

よる線名を記入しなさい．  

Ｑ②補助投影法  

線の用法の正しいものを選びなさい．  

２）断面図  

Ｑ①正しい断面図を選びなさい．  

３）寸法記入法 

Ｑ①寸法記入で最も正しいものを選びさい．  

Ｑ②図は軸の面取り部に寸法を入れたものであるが，

誤りが１つあります． その記号を記入しなさい．  



  

Ｑ①図は長穴部分に寸法を入れたものであるが，誤り

が１つあります．その記号を記入しなさい．  

４）寸法公差  

Ｑ①表１は，「常用するはめあいで用いる穴の寸法許 

容差及び軸の寸法許容差」の表の一部分を示す． 

下記の文章における【Ａ】～【Ｊ】の空欄に適切な 

数値を[数値群]より選び，その番号を解答用紙の解 

答欄に記入せよ（重複可）． また【Ｋ】の空欄は[語 

句郡]より適切な語句を選び，その番号を記入せよ．  

（１）図面に寸法が「φ30h6」と記入されていた．

このときの基準寸法は【Ａ】，最大許容寸法は【Ｂ】  

最小許容寸法は【Ｃ】，寸法公差は【Ｄ】である．  

（２）図面に寸法が「φ30H7」と記入されていた．

とのときの基準寸法は【Ｅ】，最大許容寸法は【Ｆ】  

最小許容寸法は【Ｇ】，寸法公差は【Ｈ】である．  

５）表面性状  

Ｑ①正しい表面性状の記入法を選びなさい．  

６）幾何公差  

Ｑ①指示に適合した図記号を選びなさい．  

3.2 演習内容 

１）投影法  

・不足している線を補い，図を完成しなさい．  

２）断面法 

・ 指示に従って図を完成しなさい．  

Ｑ①正面図を全断面としなさい．  

Ｑ②正面図を片側断面としなさい． 

Ｑ③切断線を記入しなさい．  

Ｑ④ハッチングを記入しなさい．  

・立体図を参照し指示に従って図を完成しなさい．  

Ｑ①正面図を部分断面図としなさい．  

Ｑ②切断線の部分を取出し回転図示断面図としなさい．   

３）寸法記入法  

立体図の寸法を図面に記入しなさい．  

Ｑ①指示に従って図を完成しなさい．  

Ｑ②図の軸に2㎜45度の面取りの加工を指示しなさい．  

Ｑ③図の全長35㎜幅15㎜の長穴の加工を指示しなさい．  

Ｑ④図に45度の位置から4等分（4個）でＭ5のタップ穴 

を指示しなさい．  

Ｑ⑤図に45度の位置から4等分（4個）でＭ5のボルト穴 

（２級）を指示しなさい． 

４）表面性状（実技）  

Ｑ①図のようなブラケットの各面に，表に示す仕上げ 

を施したい．それぞれの対象面に表面性状の 記号を 

記入せよ． (対称面＝イ：Ｒa 6.3，ロ：Ｒa 25，ハ： 

Ｒa 1.6，ニ:Ｒa 6.3，ホ: Ｒa 6.3．除去加工の要

否は必要である) ． 

５）幾何公差  

Ｑ①次に示す図はそれぞれのデータムＡに対するＢ面 

 の平行度，円周振れ，直角度の幾何公差を記入する

ための図である．正しい幾何公差の指示を図示せよ．  

(ア) データムＡに対するＢ面の平行度公差0.01mm  

(イ) データムＡに対する端面の円周振れ公差0.1mm  

(ウ) データムＡに対するＢ面の直角度公差0.02mm  

Ｑ②図のような形状の軸がある．φ30の軸線を基準と 

して，φ55の頭部端面の直角度公差が0.05mm以下に 

あり，またφ55の真円度公差が0.02mm以下にあると 

きの幾何公差を図示せよ． 

Ｑ③Ａ図をどのようにすればＢ図のようにならなくて 

すむか．幾何公差を図示せよ．  

3.3 解答結果・評価について 

 機械系の基礎能力の一つに，図面を読む，図面を

描くがあり，図面情報から形状を認識してフリーハ

ンドで紙にアウトプットする作業である．確実に仕

組みを理解していないと図面は描けない．なんとな

くわかるでは真に理解できたことにならない．図面

の評価は，その図面でモノを製作して，要求機能を

満たす製品が出来上がるかどうかであり，記憶型学

習で得た知識だけでは解答できない． 

 人は自分の能力でそれなりに物事を解決すると

達成感を感じ，それが自信になる．それを足掛かり

にして次のステップに進むことができる．まさしく

これがこの教育の狙いである． 

 

４ ３ＤＣＡＤに関して 

 

ものづくりは，ものをつくりあげてよしになる．営 

業，設計から製造現場までの全体最適が成り立って経 

営が成り立つ． 

３Ｄ設計が進んだ分，問題も現れている．図面が読

めない設計者の増加である．バーチャルなためか，と

んでもない設計をする人がいる．加工的には，現場経

験が重要と痛感する．また，自社内ですべてをまわせ

るならルール作って実施すればよいが，仕入れ，客先

とある以上，勝手な図面ルールに基づいた図面は否で

ある．そして，人がツール無しに理解できるというの

が図面の最大メリットであり，データ閲覧端末の低価

格化および互換性の長期保証がなければペーパーレス

の普及はあり得ない．別の方策が必要である． 

数千年前の書簡は今でも内容を確認できるが 30 年

前のフロッピーなどはもはや内容を知る手段が失われ

たに等しい状態である． 

 

５．むすび 

 

３ＤＣＡＤ業務を隣席で確認させていただく機会を

得ました．講義で構想を具現化するには手描きで練る

ことの有用性を話したところ，それを実直に実践して

くれました．基礎を確実に学習することで応用範囲

は数倍に高まることを強調したい． 


